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（要旨）
　オレゴン州はアメリカ合衆国本土太平洋岸の３つの州のうち中間に位置する州である。
日本との経済的な結びつきも強く、仕事や観光あるいは留学といった目的で同州を訪れる
人は多い。目的がそのいずれであっても、オレゴン州についてある程度の予備知識を持っ
て現地入りした方が、そうでない場合と比べ、より実り多い結果を期待できるであろう。し
かし日本では、アメリカ合衆国に関する情報は大量に流通しているようにみえるが、個々
の州や地方に関する情報、ことに日本語で書かれたものとなると意外に限定される。その
空白を埋める試みとして、オレゴン州の地理・歴史、政治・経済、社会・文化などについ
て、公的機関やメディアの情報と独自取材をもとに概要を紹介する。（その１）
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基本情報
　州名のOregonはコロンビア川の旧名Ouragonに由来するとされ、発音はOry-gunに近い。正
式名称はState of Oregonで、略号はOR（Ore.やUS-ORも使われる）である。ZIPコード（郵便
番号）の最初の２桁は97と定められている。愛称はビーバーステートである。
　州章としては、外周をSTATE OF OREGON 1859と書かれた環が囲み、その中にアメリカ合衆
国の国鳥ハクトウワシと盾が描かれた図案が用いられる。1859とはオレゴンが準州から州に昇格
した年である。盾の部分には山脈、ヘラジカ、幌馬車、太平洋など州を象徴する景観や物品と
THE UNION（連邦）のバナーが描かれ、その周りを33の星が取り巻いている。この星の数は歴
史上、オレゴンが33番目の州として連邦に加入したことを表している。
　オレゴン州は全米50州で唯一、表と裏で意匠の異なる州旗を持つ。両面とも地は青色、図は金
色である。表面はオレゴン州の州章が中心に描かれ、その上にSTATE OF OREGONの文字列、
下に1859の数字がそれぞれ書かれている。裏面はビーバーの絵が描かれている。
　州の標語はラテン語でAlis Volat Propriis（彼女は自身の翼で飛ぶ）と表記される。州歌は
“Oregon， My Oregon”（作曲1920、州歌指定1927）である。このほか州の動物はアメリカンビー
バー、州鳥はウェスタンメドウラーク（ニシマキバドリ）、州のダンスはスクエアダンス、州魚は
チヌークサーモン、州花はオレゴングレープ（ヒイラギメギ）、州の宝石はオレゴンサンストーン
（日長石）、州の昆虫はオレゴンスワローテール（アゲハチョウの一種）、州のナッツはヘーゼル
ナッツ、州の石はサンダーエッグ、州木はダグラスファー（ベイマツ）などと、2010年時点でオ
レゴン州は州議会指定の25の公式象徴を持つ。
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位置
　飛地のアラスカ州とハワイ州を別にすれば、アメリカ合衆国本土で太平洋に面しているのはワ
シントン、オレゴン、カリフォルニアの３州である。オレゴン州は、北隣のワシントン州と南隣
のカリフォルニア州に挟まれる形で、ちょうど中間に位置している。これに東隣（内陸側）のア
イダホ州と南東隣のネバダ州を加えた４州が、オレゴン州と州境を接している諸州である。アメ
リカ合衆国の一般的な地域区分ではワシントン州（場合によってはアイダホ州も）とともにパシ
フィックノースウェスト（太平洋岸北西部）を構成する。
　地球上の座標で示せば、南北は北緯42度から46度18分、東西は西経116度28分から124度38分に
位置する。このうち南北はおおよそ日本の北海道室蘭市からロシア連邦サハリン州ユジノサハリ
ンスクにかけての緯度に相当する。面積は98,381平方マイル（255,026平方キロメートル）で全米
50州中第９位、そのうち陸地は248,849平方キロメートルである。これは日本の本州と四国の合計
（246,270平方キロメートル）にほぼ等しい。
　アイダホ州境に近い一部で山岳部標準時（MST）が使われるのを除いて、州全域で太平洋標準
時（PST）が適用され、東部標準時（EST）との時差はマイナス３時間（３時間遅れ）である。日
本との時差は、アメリカの夏時間（DST）制度のため夏季と冬季で異なるが、夏季でマイナス16
時間、冬季でマイナス17時間となっている。なお、オレゴン州は1991年より「気候風土・自然環
境の類似」を理由に富山県と姉妹州（県）の関係を、州の最大都市ポートランドは1959年よりほ
ぼ同緯度に位置する札幌市と姉妹都市の関係を結んでいる。
地勢と気候
　カスケードレンジと呼ばれる山脈がオレゴン州の中央やや西方を南北に走っている。この山脈
は、北はカナダのブリティッシュコロンビア州から、南はカリフォルニア州北部のシャスタ・カ
スケード地方まで延びる長大な山脈であるが、オレゴン州内では州北部の最高峰フッド山（別称
オレゴン富士、3,429メートル）、第２の高峰ジェファーソン山から州中部のスリーシスターズ、州
南部のマクローリン山に至る多くの高山がこの山脈に属する。例えばカスケード・フードコート
などとカスケードの名を冠するオレゴン州の企業や施設は少なくなく、州の人々にとってこの山
脈がなじみ深いものであることがうかがえる。
　カスケードレンジを境界として州の気候は東西に二分される。東側３分の２は降水量が少なく
寒暖差が激しいため、大半が高原型の砂漠となっている。オレゴン州の最低気温の記録（－54°K、
1933）をもつセネカ、最高気温の記録（119°K、1898）をもつペンドルトンはいずれも州東部に
位置する。西側３分の１は降水量が多く寒暖差が穏やかなため、複数の主要河川流域を中心に州
の産業・人口の大半が集中する地域となっている。オレゴン州の主な都市は多くがカスケードレ
ンジの西側にあり、アメリカ西海岸で最も重要な道路であるインターステート５（州間高速道路
５号線）もそれらを結ぶ形で南北に走っている。
　主な河川としては、北隣のワシントン州との州境に沿って東から西へ流れ、オレゴン州アスト
リアで太平洋に注ぐコロンビア川（全長1,243マイル）と、オレゴン州北西部を南から北へ流れて
ポートランドでコロンビア川に合流するウィラメット川（全長187マイル）、オレゴン州南部を東
から西へ流れてゴールドビーチで太平洋に注ぐローグ川（全長215マイル）などが挙げられる。コ
ロンビア川は水量が豊かで、ニューディール期に建設されたグランドクーリーダム、ボンネビル
ダムなど水力発電の電源として重要である。ウィラメット川沿いにはオレゴン州最大の都市ポー
トランド、第２の都市ユージーン、第３の都市で州都でもあるセイラムが存在し、ウィラメット
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バレ （ーウィラメット川流域）全体としてはオレゴン州の人口の68パーセントが居住している。ま
たオレゴン州南部の主な都市はほとんどがローグ川またはその支流（ベアクリークなど）沿いに
あり、ローグバレー（ローグ川流域）という言葉は事実上オレゴン州南部の主要部分を指す別称
となっている。
人口
　オレゴン州の人口は2010年現在で3,831,074人で、全米50州中第27位である。日本の都道府県で
は静岡県の3,765,007人（2010）、市では横浜市の3,688,773人（同）が最も近い。前述の面積と合わ
せると、人口密度は１平方マイル当たり39.9人（１平方キロメートル当たり15.4人）となり、全米
第39位である。これは日本の１平方キロメートル当たり336人（2010）はもとより、47都道府県中
最低である北海道の66人（同）と比べても相当に低い。なおオレゴン州の人口は2000年から2010
年の間に12.0パーセント増加しており、その前の10年間に比べると伸びは鈍化したものの、全米
の9.7パーセントを上回っている。
　年齢別・性別の構成をみると、いずれも2010年の数字で18歳未満が22.6パーセント（全米24.0
パーセント）、65歳以上が13.9パーセント（全米13.0パーセント）、男性が49.5パーセント（全米49.2
パーセント）となっており、全米の傾向と大きな差はない。
　人種・民族別の構成をみると、いずれも2010年の数字で白人83.6パーセント（全米72.4パーセン
ト）、黒人1.8パーセント（全米12.6パーセント）、先住民1.4パーセント（全米0.9パーセント）、ア
ジア人3.7パーセント（全米4.8パーセント）となっており、全米と比べて白人の多さと黒人の少な
さが際立つ。ヒスパニック以外の白人も78.5パーセント（全米63.7パーセント）と高い数字を示し
ており、ドイツ系、イングランド系、アイルランド系、スカンジナビア系など古くからの白人移
民の子孫が多いものとみられる。
　これらの数字は、オレゴン州の各地方を訪れた場合の実感とも一致する。例えば南隣のカリフォ
ルニア州の諸都市と比べ、街頭や各種施設など公共の場所で目にする人々の中で白人の占める割
合が大きく、人種的・民族的多様性はさほど高くないという印象を受ける。
歴史
　太平洋岸北西部には15,000年前から人類が住んでいたとみられるが、現在のオレゴン州に相当
する地域には16世紀までに多くのアメリカ先住民が住むようになっていた。彼らのうちコキール
族、クラマス族の名はオレゴン州の地名に、アンプクア族の名はポートランドに本社を置く銀行
名にそれぞれ転用されている。18世紀後半からジェームズ・クック船長の北西航路探索（1778）、
ロバート・グレイ船長のコロンビア川探検（1792）、ルイス・クラーク探検隊による探検（1805－
06）など白人による探検が始まり、その成果としてビーバーなど毛皮採取に適した動物の豊かな
資源が広く知られるようになった。アメリカ人実業家ジョン・ジェイコブ・アスター（1763－
1848）が毛皮交易のための最初の恒久的な拠点としてアストリア砦（現在のオレゴン州アストリ
ア）を建設したのは1811年のことである。
　1818年にアメリカ合衆国とイギリスの間で結ばれた条約により、太平洋岸北西部は両国が共同
で占有することが定められた。イギリスのハドソン湾会社は1825年にバンクーバー砦（現在のワ
シントン州バンクーバー）を建設し、ここを拠点として活発に毛皮交易を行った。同会社のコロ
ンビア地区主任代理人ジョン・マクローリン（1784－1857）は威厳ある風貌と誠実な人柄で知ら
れ、イギリスの権益を守る立場ながら先住民やアメリカ人開拓者にも分け隔てなく援助の手を差
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し伸べたことから「オレゴンの父」として今日に至るまで尊敬されている。前述のマクローリン
山も彼の名に因んで名づけられたものである。
　なおこの辺りの歴史は、エヴァ・エミリ・ダイ著、鈴木重吉・速川和男訳『英学の祖：オレゴ
ンのマクドナルドの生涯』（東京・雄松堂出版、1989）に詳しい。同書は、鎖国下の日本で幕府の
通詞らに英会話を教え、日本最初のネイティブスピーカー英語教師となったアストリア砦生まれ
のアメリカ人ラナルド・マクドナルド（1824－94）の伝記的小説である。
　1846年のオレゴン条約により、北緯49度以南の太平洋岸北西部に対するアメリカ合衆国の領有
権が確定し、1848年にはオレゴン準州が成立した。準州政府は当初オレゴンシティに置かれたが、
後にコーバリスを経てセイラムに移った。1853年、オレゴン準州は南北に分割され、北半分がワ
シントン準州として分離した。オレゴン準州のまま残った南半分は1859年２月14日、州への昇格
と連邦への加入を認められた。成立当時、オレゴン州はアメリカ合衆国の33番目の州であった。南
北戦争（1861－65）には北軍として参加した。
　全国的な動きとしては、西部開拓やゴールドラッシュの時代を背景に、この間1830年代から1860
年代にかけて、合わせて数十万人に上る人々が幌馬車隊（悪路のため実際は多くの場合牛に引か
せた）を組んで東部・中部から西部に向かった。これらの人々の多くが利用したのが、ミズーリ
州インディペンデンスからカンザス、ネブラスカ、ワイオミング、アイダホの４州を通過してオ
レゴン州オレゴンシティに至る約3,500キロメートルの街道、いわゆるオレゴン・トレイルである。
道中は厳しく多くの犠牲が出たと伝えられ、この国で最も長い墓地とすらいわれた。オレゴン・
トレイルは大陸横断鉄道の開通（1869）によって役割を終えたが、フランシス・パークマン（1823
－93）の歴史的著作『オレゴン・トレイル』（1849）とともにアメリカ西部開拓史にその名を残し
ている。オレゴン・トレイルは現在も人々が州の歴史に誇りを抱く拠り所の１つであり、小学校
第４学年で教えるオレゴン史の中で扱われるほか、アイスクリームなど企業の商品名に使われる
例も見られる。
　1880年代に入るとオレゴン州に鉄道の時代が到来した。大陸横断鉄道は当初オレゴン州を通過
しなかったが、オレゴン鉄道海運会社（設立1879）やオレゴンショートライン鉄道（設立1881）
を介してノーザンパシフィック鉄道やユニオンパシフィック鉄道との接続が確保された。また
1887年には、現在のインターステート５に近いルートでオレゴン州を南北に縦断しカリフォルニ
ア州サクラメントに至るサザンパシフィック鉄道の路線が全通して、アッシュランドで記念行事
が行われた。これらの鉄道はオレゴン州の農林業をアメリカ合衆国全体、特に東部の市場に結び
つけ、州の経済的発展を加速する役割を果たした。
　1929年以降の世界恐慌とフランクリン・D・ルーズベルト大統領のニューディール政策の中で、
州北部ワシントン州との州境沿いを流れるコロンビア川にボンネビルダム（建設1933－37）、グラ
ンドクーリーダム（建設1933－41）などの大規模なダムが建設された。これらの水力発電所から
供給される電力を利用してアルミニウムなど産業が発展した。またその電力の一部はワシントン
州ハンフォードの施設で原子爆弾の開発にも用いられた。
　1941年に太平洋戦争が始まると、他の西部諸州と同様オレゴン州でも日本に対する恐怖や嫌悪
の感情が高まった。実際、1942年９月には２度にわたり潜水艦から発進した日本軍機によってオ
レゴン州の森林地帯が爆撃され山火事が発生している。また1945年５月５日には州南部レイク
ビュー近郊で、ピクニックに来ていた地元の子どもたち５人と引率の女性１人が、落ちていた日
本軍の風船爆弾に誤って触れ死亡している。これらはそれぞれ第二次世界大戦中のアメリカ合衆
国本土において、敵軍機による空襲の例と、日本軍の攻撃による民間人死者の例として唯一のも
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のとされている。なお、戦前すでに農民としてオレゴン州に定着しつつあった日系アメリカ人た
ちは、日米開戦に伴って強制収容所への収容や農場の喪失など種々の苦難を経験したが、この間
の事情についてはリンダ・タムラ著、中野慶之編訳『フッドリバーの一世たち―アメリカ・オレ
ゴン州フッドリバーに入植した日本人移民の肉声による歴史』（東京・メイナード出版、1996）に
詳しく記録されている。
　戦後のオレゴン州は、自然保護意識の高まりや南部諸州の林業の発展から、伝統的な重要産業
であった林業の地位が相対的に低下するなど経済構造の変化を経験した。一方でトム・マッコー
ル知事（在任1967－75）が全米に先駆けて飲料容器リサイクルの制度化を提案し実現に至ったオ
レゴンボトル法（1971）や、現在のスマートグロース政策のさきがけとして知られ、都市の無秩
序な膨張を抑えて適正な成長を図るグロースマネジメント（成長管理）政策の導入（1974）、ジョ
ン・キッツハーバー知事（在任1995－2003、2011－）の提唱により導入されたオレゴンヘルスプ
ラン（1994）という独自の公的医療保険（メディケイド）運用制度など、様々な政策分野での先
進的試みが注目される州ともなっている。
政治と選挙―連邦
　オレゴン州は同じ太平洋岸北西部に属するワシントン州、南隣の有力州であるカリフォルニア
州とともにアメリカ合衆国の西海岸（ウェストコースト）を構成する。この３州は左海岸（レフ
トコースト）の別名が示すように概して保守色が薄く、進歩的な気風が強いとされる。その影響
は食生活や交通手段などライフスタイルのさまざまな領域に及んでいるが、政治、ことに党派的
な選挙の次元では共和党に対する民主党の優越となって表れる。
　連邦政治のレベルでのオレゴン州の傾向を示す指標としては、まず大統領選挙における２大政
党候補者の得票数が挙げられる。バラク・オバマ候補（民主党）がジョン・マケイン候補（共和
党）を破った2008年の大統領選挙では、オレゴン州でオバマ候補は56.8パーセントの票を獲得し
てマケイン候補の40.4パーセントに大差をつけ、州に割り当てられた大統領選挙人団の７票をす
べて獲得した。その前のジョージ・W・ブッシュ候補（共和党）が当選した2000年と2004年の大
統領選挙でも、全国的な保守優勢の傾向に反しオレゴン州ではそれぞれ47.0パーセント対46.5パー
セント、51.4パーセント対47.2パーセントで民主党候補が勝利しており、オレゴン州における民主
党支持の強さを物語っている。
　その他の連邦の公職についても同様の傾向がうかがえる。2008年の連邦上院議員選挙では、民
主党新人のジェフ・マークレー候補が共和党現職のゴードン・H・スミス候補を破って初当選し、
共和党は本土太平洋岸３州（ワシントン、オレゴン、カリフォルニア）の連邦上院議員をすべて
失うことになった。続く2010年の連邦上院議員選挙でも民主党現職のロン・ワイデン候補（在任
1996－）が共和党新人のジム・ホフマン候補を破って４回目の当選を果たし、民主党が州選出の
連邦上院２議席を独占する状況に変化はなかった。
　2010年の連邦下院議員選挙では、民主党は５つの選挙区のうち第１区でデービッド・ウー候補
（辞任、2012補欠選挙予定）、第３区でアール・ブルーメナー候補、第４区でピーター・A・ディ
ファジオ候補、第５区でカート・シュレーダー候補が当選、共和党は第２区でグレッグ・ウォル
デン候補が当選した。党派別内訳は民主党４、共和党１で選挙前と変わらなかった。このうち第
１区はポートランド都市圏の一部とワシントン郡など州の北西端、第３区はマルトノマ郡とクラ
カマス郡北部などポートランドの東に広がる地域、第４区はユージーンのあるレーン郡など州海
岸地方の南半分、第５区は州海岸地方中部からセイラムを経てポートランド南部に至る地域で、そ
－ 34 －
矢野　正昭
れぞれ都市部を中心に進歩派の勢力が強い選挙区である。第２区は州の東３分の２を占め、カス
ケードレンジの東側の高原型砂漠とローグバレーなど南部を合わせた広大な地域で、人口密度が
低く、オレゴン州の中では際立って保守色の濃い選挙区である。第２区で共和党候補が、それ以
外の４つの区で民主党候補が当選した選挙結果は、両党の地盤の強さに照らしておおよそ順当と
いえる。
政治と選挙－州
　州政治のレベルでも民主党が全体として優勢である。オレゴン州の知事職は任期４年で、選出
回数には制限がないが、連続では２期８年までと定められている。2010年州知事選挙では、現職
のテッド・クロンガスキ知事の任期終了に伴い非現職候補どうしの争いとなったが、以前にも知
事を２期務めたことのあるジョン・キッツハーバー候補（民主党）がクリス・ダドレー候補（共
和党）を破って３期目の当選を果たした。余談ながら同年の選挙では、南隣のカリフォルニア州
でも現職のアーノルド・シュワルツェネッガー知事（共和党、在任2003－11）の退任に伴い、ジェ
リー・ブラウン元知事（民主党、在任1975－83、2011－）が知事職に返り咲いている。この年の
全国的な共和党の復調傾向の中で、キッツハーバー候補の勝利は49.3パーセント対47.8パーセント
と僅差であったが、これでオレゴン州ではニール・ゴールドシュミット（在任1987－91）、バーバ
ラ・ロバーツ（在任1991－95）、ジョン・キッツハーバー（在任1995－2003）、テッド・クロンガ
スキ（在任2003－11）、ジョン・キッツハーバー（在任2011－）と５人連続して民主党知事が選ば
れていることになる。
　アメリカ合衆国の多くの州では、知事以外にも種々の役職者が州民の選挙で選出される。オレ
ゴン州では副知事職はもともと存在しないが、2008年の選挙では州務長官（任期４年）、出納官
（同）、法務長官（同）の選挙でいずれも民主党候補が勝利を収めた。また現職出納官の死去に伴
う2010年の補欠選挙でも民主党候補が大差で当選している。これら以外にも行政職として労働産
業長官（任期４年）と教育長（同、ただし2012廃止予定）、司法職として州裁判所裁判官（任期６
年）が選挙で選ばれるが、州法により非党派職とされている。
　オレゴン州議会の上院（定数30）は任期４年、下院（定数60）は任期２年で、定数がちょうど
１対２であることから、上院の各選挙区は下院の２つの選挙区で構成される。党派別勢力分野を
みると上院は民主党16議席、共和党14議席で、2010年選挙の結果それまでの18議席対12議席より
差が縮まったものの、依然として民主党が多数を維持している。下院は民主党30議席、共和党30
議席で、オレゴン州政府の主な機関のうちで唯一、２大政党の勢力が拮抗した状態となっている。
2010年は、2008年に当選したオバマ大統領（民主党）への評価を問う中間選挙の年であり、全般
的に野党の共和党が議席を伸ばした。
　このほか、オレゴン州には州民による直接立法（バロットメジャー）の長い歴史がある。アメ
リカ合衆国には今も全国的な国民投票の制度がないが、州レベルの直接立法制度はサウスダコタ
州（1898）に次いでオレゴン州で1902年に導入され、オレゴンシステムの名で他州の模範となっ
た。州民によって提案され法定数以上の有権者の署名を得た法案（現行法の廃止案を含む）と、州
議会が州民投票にかけることを求めた法案は、メジャー１、２……というように番号を付けられ
て投票用紙に掲載され、多くの場合、他の大規模な公職選挙などと時期を合わせて州民投票に付
される。余談だが南隣のカリフォルニア州では同様のものをプロポジション３、４……というよ
うに呼ぶ。オレゴン州で実際に提案された法案をみると、公立学校における英語以外での教育の
禁止を求めたメジャー58（2008）のような保守的なものから、マリファナ販売の限定的な解禁を
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求めたメジャー74（2010）のようなリベラルなものまで幅広い。メジャー58、74はいずれも結果
としては否決されたが、これらが現実的な選択の対象とされたこと自体、州民の政治的立場の多
様さを物語っている。
　オレゴン州の選挙の実施方法に関わる特徴としては、1998年の直接立法により、すべての選挙
で郵送投票（メールインバロット）が採用されていることが挙げられる。オレゴン州に住む17歳
以上のアメリカ合衆国市民であれば有権者登録をすることができ、登録済みの有権者には選挙の
18～14日前までに投票用紙が郵送される。有権者がこれに記入して返送するかまたは投函所に持
参すると、選挙管理当局（他の州と同じく責任者は州務長官）が保管し、開票日に一斉に開票す
るという仕組みである。郵送投票制度には賛否両論があり、すべての選挙に適用しているのはオ
レゴン州のみであったが、同じ太平洋岸北西部に属するワシントン州の州議会は2011年に同様の
制度を導入する州法を可決した。
立法・行政・司法―州
　州政府の象徴である州議会議事堂は、連邦議会議事堂と同じように中央のドームと左右の両
ウィングを持つ白亜の建物で、その他の州政府機関の庁舎とともに州都セイラムにある。政府を
域内の最大都市に置かないのは、アメリカ合衆国にあっては特に珍しいことではない。連邦の首
都もニューヨークでなくワシントンDCに置かれているし、オレゴン州の南隣のカリフォルニア
州（ロサンゼルスやサンフランシスコでなくサクラメントに州都を置く）、北隣のワシントン州
（シアトルでなくオリンピアに州都を置く）も同様である。
　オレゴン州の立法府すなわち州議会は、アメリカ合衆国の他の州（一院制のネブラスカ州を除
く）と同じく上下両院の二院制をとっており、両院とも議員は州民の選挙で選出される。州議会
は州法を制定し、州予算を採択し、公の政策を定める責任を負う。法案は両院でそれぞれ委員会
審議を経て採決され、可決されたものが知事の署名を得て州法となる。毎奇数年に約3,000の法案
が審議に付され、このうち最終的に州法となるのはおよそ３分の１である。このほか行政府の人
事の承認に関しては上院が、予算に関しては下院がそれぞれ優越する。オレゴン州議会は伝統的
に奇数年にのみ定例会期を設けていたが、2012年から偶数年にも開会することになっている。上
院（民主党16、共和党14）の議長はピーター・コートニー（民主党、セイラム都市圏など上院第
11区選出）が、下院（民主党30、共和党30）の共同議長はブルース・ハンナ（共和党、レーン郡
など下院第７区選出）とアーニー・ロブラン（民主党、クーズベイなど下院第９区選出）がそれ
ぞれ務めている。
　オレゴン州の行政府は、知事、州務長官、法務長官、教育長、労働産業長官、出納官の６人（次
回選挙からは５人）の公選の役職者によって率いられている。現在の知事はジョン・キッツハー
バー（民主党）で、行政府全体の指導と企画調整に責任を負う。州務長官はケイト・ブラウン（民
主党）で、会計監査、公文書管理などのほか選挙管理という重要な職務を担当する。法務長官は
ジョン・クローガー（民主党）で、州の最高法務官として司法局の長を務める。同長官は2012年
にリード大学学長として転出し、後任にはエレン・F・ローゼンブラム（民主党）が就く。教育
長はスーザン・カスティーヨ（民主党、ただし非党派職）で、教育局の長を兼ね、州の教育政策・
予算に関する勧告を行う。教育長職は2012年に廃止され、その職務は知事の指名する副教育長職
に引き継がれる予定である。労働産業長官はブラッド・アバキアン（民主党、非党派職）で、労
働法規の執行や啓蒙、職業能力開発などを任務とする労働産業局を率いる。出納官はテッド・
ウィーラー（民主党）で、財務局の長として州財政全般に責任を負う。なお現在は全員が民主党
－ 36 －
矢野　正昭
員であるが、制度上、各役職者の選挙は相互に独立して行われるので、所属政党が分かれること
もある。
　それぞれ独立の公選役職者の下にある司法、教育、労働産業、財務の４局とは別に、知事の下
にも多数の部局が設けられている。オレゴン州政府が広報に用いる組織図では、経済・コミュニ
ティ開発（農務局、ビジネス開発局、住宅・コミュニティサービス局、歳入局など）、教育（オレ
ゴン大学システム、コミュニティカレッジ、州立図書館・公文書館など）、人的資源（社会福祉局、
雇用局、退役軍人局など）、天然資源（農業局、エネルギー局、環境の質局、州有地局、土地保
全・開発局、魚類・野生生物局、森林管理局、地質・鉱業局、水資源局、公園・レクリエーショ
ン局など）、公安（州警察、州兵、矯正局、公安基準・訓練局など）、運輸（運輸局、航空局など）、
管理（管理サービス局など）、消費者・企業サービス（消費者・企業サービス局など）の８プログ
ラムに分類されている。
　オレゴン州は州税としての売上税の存在しない全米５州の１つである（市税等を除く）。観光案
内などでは「ショッピング天国」などといわれることもあるが、法人税の低さと相俟って州政府
の財政を不安定にする要因の１つとなっている。オレゴン州の予算は２年制を採用しており、2009
－11年度予算は総額596.47億ドルで、収入の内訳は一般資金22.3パーセント、宝くじ資金1.5パー
セント、連邦資金26.0パーセント、その他資金50.2パーセントとなっている。その他資金は例えば
州政府各機関の収受する手数料、各種料金、罰金、利息収入、寄付金などで、州法による用途制
限のあるものが大半を占める。自主財源である一般資金の約９割を所得税で賄っており、景気変
動による増減幅が大きい。一方、一般資金と宝くじ資金による財源（合計142.34億ドル）の51.8
パーセントが教育分野に支出されており、結果としてオレゴン州の教育予算は州経済が不況にな
ると直ちに深刻な打撃を受ける構造になっている。州内各地での聴き取りの際も、2008年以降の
景気後退の中で学校の閉鎖や教員の解雇、授業日数の短縮、教育プログラムの削減や課外化など
に関して子どもを持つ州民からの不安の声が多く聞かれた。なお、その他の支出内訳は人的サー
ビス24.8パーセント、治安・司法16.8パーセント、その他6.6パーセントである。
　財政上の制約が厳しい中で、オレゴン州は種々の特徴的な政策を展開している。その筆頭はオ
レゴンヘルスプランである。従来、アメリカ合衆国は先進国の中で全国民をカバーする医療保険
制度がない唯一の国であり、高額の医療費は深刻な問題であった。バラク・オバマ大統領（在任
2009－）の医療保険改革法（2010）でようやく一定の改善をみたものの、当初予定されていたパ
ブリックオプションの導入が見送られたため、公的医療保険としてはメディケア（高齢者対象）、
メディケイド（低所得者対象）、退役軍人対象のものなど限られた範囲でしか存在しない。そのメ
ディケイドも、予算不足のため本来の対象者の一部しかカバーできないのが実情であった。２度
にわたりオレゴン州知事を務めるジョン・キッツハーバー（在任1995－2003、2011－）は、医師
として緊急救命室（ER）勤務などを経験した後に州政界に転出し、州議会上院議員（在任1981－
93）としてオレゴン州独自のメディケイド運用制度であるオレゴンヘルスプランを立案した。同
制度は1993年に連邦政府の認可を受けて1994年から実施され、その年の秋の選挙でキッツハー
バーは州知事に選出された。オレゴンヘルスプランは限られた予算のもとメディケイドのカバー
率を向上させることをねらい、病院で行われる種々の医療行為を費用対効果の視点からランク付
けし、高位のものから優先的に給付金の対象とするものである。低位にランク付けされた医療行
為は適用外となることから批判も多いが、ともかくもこれによってオレゴン州の低所得者のほぼ
100パーセントがメディケイドによってカバーされることになった。
　キッツハーバー知事は死刑をめぐる論争にも一石を投じた。オレゴン州は1914年以降、死刑の
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廃止と再導入を３回繰り返し、直近では1984年のメジャー６可決により死刑を３たび再導入して
現在に至っているが、それ以降の２件の死刑（1996、97）はいずれも同知事の最初の任期（1995
－2003）中に執行された。当時から個人としては死刑に反対だった知事にとって、それは最もつ
らく困難な決定であったという。現在の任期の初年（2011）、マリオン郡巡回裁判所と州最高裁判
所の決定により14年ぶりに１件の死刑が執行されることとなり、12月６日の実施に向けて他州の
視察や職員の訓練など準備が進められていた。しかし11月22日、キッツハーバー知事はこの死刑
の執行猶予と、その他の全ての死刑執行の一時停止を命じるとともに、現行制度に代わるよりよ
い解決策を見出そうと呼びかけた。
　その他、特徴的な政策を列挙すると次の通りである。オレゴン州は尊厳死法（1994）により、ワ
シントン州、モンタナ州と並んで安楽死を認める全米３州の１つである。2008年の州法により、同
性間の関係に婚姻に代わる法的認証を与えている全米11州の１つである。1951年の州法により、
ニュージャージー州とならんでセルフサービス方式のガソリンスタンドが禁止されている全米２
州の１つである。これらの政策は、医療、経済など個々の政策分野を超えて、もはやオレゴン州
の文化の一部であるとさえ言われている。
　オレゴン州の司法府は、州最高裁判所、控訴裁判所、巡回裁判所および租税裁判所からなる。他
の州と同様に、州の司法府は連邦の司法府から基本的に独立した別個の体系である。郡や市の裁
判所がある場合も、それらと直接の関係はない。州裁判所の裁判官は公選により選出される非党
派職で、候補者となるためには、合衆国市民であってオレゴン州に３年以上住み、州内での開業
を許された弁護士の資格を持つという条件を満たさなければならない。任期は６年で、空席が生
じたときは州知事の指名する者が残りの任期を務める。
　租税裁判所はセイラムにあり、州の税法に関わる事件のみを扱う。巡回裁判所はオレゴン州に
36ある全ての郡に設けられ、州の民事・刑事の第一審（事実審）裁判所としての役割を果たす。巡
回裁判所の運営は27の司法区を単位として行われ、百数十人の裁判官もその司法区ごとに選出さ
れる。控訴裁判所はセイラムにあり、第二審裁判所として巡回裁判所からの控訴を受理する。取
扱い件数が膨大であるため、10人の裁判官が３つの小法廷に分かれて審理を行う。同じくセイラ
ムにある州最高裁判所は州の終審裁判所であり、租税裁判所や控訴裁判所（死刑事件などについ
ては巡回裁判所も）からの上訴に関して管轄権を持つ。州最高裁判所の決定は合衆国最高裁判所
による以外は覆されない。州最高裁判所長官は州の司法府の長であり、７人の裁判官の互選によ
り選出される。2012年には現在のポール・デミューニッツ長官からトーマス・A・バルマー新（第
42代）長官に交代する。
※ 外国の地名・人名の正確な発音を知ることは難しい。一般的なもの以外で調べても分からなかっ
たものは綴りからの推測によらざるをえなかった。ご教示をお待ちしたい。
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